
 
 

令和２年度第６回 国土交通省大阪航空局 総合評価等に関する委員会 

審議概要 

 

別紙 

 

開催日及び場所  令和３年 1 月２７日（水）オンライン開催（大阪航空局会議室ほか） 

委 員 委員長 

委 員 

委 員 

古阪 秀三（立命館大学客員教授） 

山内 直人（大阪大学大学院国際公共政策研究科教授） 

鎌田 敏郎（大阪大学大学院工学研究科教授） 

内 容 

 
審議事項： 

個別案件に係る技術提案の評価 

「有害鳥類防除業務請負（市場化テスト終了プロセス）」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

委 員 か ら の 

意 見 ・ 質 問  

 

 

意 見・質 問  

別紙【議事要旨】のとおり 

委員会による具

申内容 

 

 審議内容を了承 



 
 

【議事要旨】委員からの主な意見・質問 

 

審議事項：個別案件に係る技術提案の評価 

・有害鳥類防除業務請負（市場化テスト終了プロセス）」 

 

（意見）全ての空港で同じような技術提案になっている。市場化テストが終了しても

同じような総合評価落札方式でやっていくのか。提案を受けて審査しているこ

とが殆ど役に立っていないような気がする。 

 

 

（質問）提案ではどこの空港もカラスと鳶の対策が書いている。空港毎に鳥種の分布

が違っているのに対策が全く同じ書き方なのはこれでもよいのか。 

 

（回答）カラスと鳶が５空港とも多く問題ありません。 

 

 

    （意見）競争に参入し難いということなのか、やはりこの総合評価のやり方を変えな

ければいけないというのがより強く出ている。小規模な企業は、お金だけで競

争した方が良いということもあるので、今までの結果を整理していただけたら

と思う。 

 

 

以 上 


